
世界から見える研究所を作るため
に大事なこと～WPIの経験から～

●日時 平成26年7月9日（水） 12時－13時
●場所 本荘キャンパス 遺伝子実験施設

アイソトープ総合施設棟６階講義室（６０２）

第2回 IRCMSセミナー

●講師 黒木登志夫（くろきとしお）先生
日本学術振興会学術システム研究センター相談役

前岐阜大学長・東京大学名誉教授

お申し込み・お問い合わせ先

熊本大学

国際先端医学研究拠点施設（IRCMS）

TEL：096-373-6847

E-mail : k-kyoten@jimu.kumamoto-u.ac.jp

黒木先生略歴：
1960年東北大学医学部卒。インターンを経てがん研究に入る。東北大学抗酸菌病研究所（現加齢医
学研究所）肺癌研究部助教授（1967年）、東京大学医科学研究所癌細胞研究部助教授（1971年）を
経て、1984年から1996年まで同教授。この間、米国ウィスコンシン大学に留学（1969-1971年）、
WHO国際がん研究機関（フランス・リヨン市）に勤務した（1975-1978年）。1996年3月東京大学
退官。1996年4月より2001年5月まで昭和大学腫瘍分子生物学研究所所長。2001年6月より岐阜大学
長。2008年4月より日本学術振興会学術システム研究センター副所長、2014年4月より現職。

世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）のプログラムディレクター
（PD）をされていらっしゃる黒木登志夫先生より、WPIの趣旨や世界トップ
レベルの研究拠点を作るための制度改革などをお話いただく貴重な機会です。

多くの皆様のご参加をお待ちしております。

● お申し込み

平成26年7月7日（月）までに氏名、所属・職位をご記入のうえ、メール
でお申し込みください。

※当日参加も可能ですが、事前申し込みにご協力をお願いいたします。

International Research Center for Medical Sciences (IRCMS)

（熊本市中央区本荘2-2-1）


